



























































































NSSUN Ultra5(日本サンマイクロシステムズ :東京、OS;Solaris Ver2.6)
に転送し、セファログラム基準座標系に統合した。
(3)歯列模型計測
上下顎歯列の印象採得はアルギン酸印象材ハイテクニコール (ジー シー :東
京)を用い、硬石膏ニュープラス トー ン (ジー シー :東京)を注入して歯列












①基準座標系       ′
セフアログラムの計沢1点である左右骨外耳道上縁点 (右側 :PoR、左側 :
4


























































れた右手系の直交座標系である (統合3次元計測システムでのX、 Y、 Z座標
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この座標系では、左右骨外耳道上縁点 (右側 :PoR,左側 :PoL)







































































































































































































































































































Cond   :下顎頭最外側点
Cor   :筋突起点
Li    :外斜線上の点で手術操作に影響のない術前後で筋突起から同距離の点





























































































距離的変化 (単位 :mm)          角度的変化 (単位 :度)
表6 近位骨片の変化
変化量=術前―術後の計測値を示す













































































表7   近位骨片の体積と骨片干渉量
